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衆
議
院
議
員
上
田
卓
三
君
提
出
在
日
外
国
人
に
対
す
る
人
権
侵
犯
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
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三 

 
衆
議
院
議
員
上
田
卓
三
君
提
出
在
日
外
国
人
に
対
す
る
人
権
侵
犯
事
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

質
問
の
外
国
為
替
管
理
法
違
反
事
件
は
、
組
織
的
な
覚
せ
い
剤
密
輸
密
売
事
件
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ 

 

り
、
証
拠
上
同
法
違
反
の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
上
、
罪
証
隠
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
、
逮
捕 

状
の
発
布
を
得
て
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
十
五
日
、
林
銀
氏
を
逮
捕
し
、
更
に
十
月
十
七
日
、
勾
留
請
求
を
し 

て
取
り
調
べ
、
十
月
二
十
五
日
、
必
要
な
取
調
べ
が
終
了
し
た
の
で
同
人
を
釈
放
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の 

間
、
何
ら
違
法
な
点
は
な
か
つ
た
。 

二
に
つ
い
て 

大
阪
府
警
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
三
日
付
け
、
読
売
新
聞
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
は
も
と
よ
り
、 



三
に
つ
い
て 

2 

大
学
の
教
員
人
事
に
つ
い
て
は
、
大
学
が
自
主
的
に
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
と
し
て
個
別
の
事
情
に

つ
い
て
具
体
的
な
関
与
を
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

1 

林
銀
氏
は
、
依
願
退
職
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
駒
沢
大
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
場
合
の
手
続
は
、
慣
行 

上
、
教
授
会
に
報
告
す
る
の
み
で
十
分
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
同
府
警
は
、
上
記
記
事
の
掲
載
後
、
十
月
二
十
三
日
夕
刻
に
至
つ
て
、
府
警
記
者
ク
ラ
ブ
加
盟
各
紙 

に
対
し
、
外
国
為
替
管
理
法
違
反
事
実
の
概
要
、
当
該
違
反
が
覚
せ
い
剤
取
引
の
代
金
決
済
と
し
て
行
わ
れ
た 

も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
同
人
は
当
該
金
員
が
覚
せ
い
剤
代
金
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
と
供
述
し
て
い
る 

旨
の
説
明
を
行
つ
た
。 

一
切
の
事
実
を
発
表
し
て
い
な
か
つ
た
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




